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１．入荷（と畜）状況

２．取引状況

３．年間市況

４．部分肉処理

　　　　総入荷数 88,993頭 で、畜種別では牛 5,209頭（子牛10頭含む） （対前年度2.6％減）、

　　　豚83,784頭 （同5.9％減）であり、牛・豚ともに減少した。

　　　　都道府県別では、成牛は三重県 2,461頭 （47.3％）、愛知県 1,088頭 （20.9％）、北海道 633頭

　　　（12.2％）で3県で 80.4％を占め、以下　岐阜県、長野県　等から入荷があった。

　　　　豚については、三重県が82,824頭と 98.9％を占め、以下　岐阜県、石川県から入荷があった。

　　　　総取引頭数は 84,914頭で、畜種別では牛 1,481 頭 （対前年度 6.0％増）、豚83,433頭

　　　（同 6.4％減）で、牛は増加し、豚は減少した。
　
　　　　総取引重量は 7,123,374㎏ （同 5.7％減）で、畜種別では牛 655,004.2㎏ （同5.8％増）、

　　　豚 6,468,369.8㎏ （同 6.7％減）で、牛は増加し、豚は減少した。

　　　　総取引金額は 4,520,607,575円 （同 8.8％増） で、畜種別では牛 921,277,839円 （同6.1％増）

　　　　豚 3,599,329,736円（同 9.5％増）で、牛・豚ともに増加した。

　　　  畜種別の平均価格は、牛は 1,407円（対前年度 5円高）、豚 556円（同 82円高）であった。

　　　　部分肉処理頭数は、牛は1,897.5頭(対前年度33.0％増)、豚20,106.5頭(同 3.5％減)で、牛は増加し、

　　　豚は減少した。
　
　


